








要約:昭和 60 年 1 月より発足した、愛知県「母子健康診査マニュアル」の情報管理システ

ムにより、①3～4か月児健診に比べ 1才 6か月児健診の受診率がより高率であった。②疾

病等の発生率は成書によるものと比較し適正な情報把握がなされていると考えられた。③

一連の健診情報の把握によって、効果的な健康管理がなされ、本システムが健診の精度管

理に役立つことが明らかとなった。 


